








緒言 

周産期において児が死亡したり,後遺症を続発するような罹患をする病因は,すでにそれら

の児の分娩開始前に存在することが多いので,ハイリスク妊娠においては分娩開始前,ある

いは分娩初期に十分な胎児評価を行うことによって周産期死亡や周産期罹患が予防できる

と考えられるようになってきた。一方,分娩中の胎児心拍数監視については,それが fetal 

distress の早期発見に有用な手段であるとしても,その結果によってただちに帝王切開を

行った場合,児の 30～50%に胎児仮死が認められるにすぎず,さらに多面的な胎児情報を得

ることによってはじめて胎児仮死の診断が可能であるとされるようになりつつある。その

ような観点から私たちは以下の臨床的観察を行った。 


